SQLデータベース作成の入門教材
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0章マニュアルを読む前に
0-1.最低限事前に必要な知識

　・基本的なHTMLのタグ

・HTMLファイルの作り方

・パソコンの基礎知識

・Knoppixに関する基礎知識*

・PHPに関する基礎知識*

・データベースに関する基礎知識*

（*については、あれば楽に理解できるだろうという事で絶対に必要なわけはないとする。）

0-2.注意事項

このマニュアルを用いてデータベースを製作するにあたっての一番の注意事項は、Knoppix上でデータベースを作成するマニュアルであるため、全体の構成全てを基本OSであるKnoppix上で作業を行う事である。よって、各ファイルの製作は基本的に『vi』を使い作る事とする。データベースを製作する上で作る各ファイルはWindows上でも製作する事が可能なのだが、実際Knoppix上でファイルを実行する場合に文字化けが起こり正常に動作しなくなる危険性がある為このような形を取る事とした。実際Knoppix上で製作したファイルをWindows上で開くと元の文が読み取れないほどの文字化けが発生したり、その逆では日本語表記が文字化けを起こすなどの問題が発生する事があるので、この点ついては十分注意する必要がある。

またKnoppixはOSの一種ではあるが、ソフトの中で製作したファイルは電源を切ると消失してしまうので事前にフロッピーディスクを一枚用意し、ファイルを保存する場合はそのフロッピーディスク内に保存するよう気をつけて欲しい。

　

1章　基本事項

1-1　Knoppixについて

　　Knoppixとはハードディスクにインストロールすることなく、CD一枚でWindouwマシンをUnixマシーンに変えることのできるUnix OSの一種である。一般的には同じ環境のコンピュータを多数利用する必要がある教育機関などで使うことに適しているが、個別の要求に応じてカスタマイズすることも可能となっている。

　　このKnoppixの使い方についてはCDをドライブに挿入し、再起動するだけで自動的に起動することが出来る。その後細かな設定をする事も出来るが、今回は特に必要がないので説明はなしとする。

・シェルの基本操作

　まずKnoppixで各ファイルを作る手段として、このマニュアルでは『vi』という機能を用いる事になるわけだが、『vi』を起動する為にはシェルを開かなければならない。シェルとはKnoppixの画面下に表示されているパソコン画面のようなアイコンの事なのでクリックすれば起動する事が出来る。

　このシェルの基本動作としては、ディレクトリをから出る場合は『cd..』というコマンドを使い、逆に他のディレクトリに移動したい場合は『cd ディレクトリ名』で移動する事が出来る。『vi』を使うにはただ『vi』と打ちエンターキーを押すだけで良い。

また、ファイルのコピーや削除などもこのシェルで行う事も出来るが、デスクトップで行った方がわかりやすく簡単なので、今回シェル上では行わない事とする。その他の使用法としては、ファイルの作成、コマンドの実行、suの実行、MySQLの立ち上げなどがあるが、それらについてはマニュアルを進めながら説明を加えていく事とする。

・viでファイルを編集する基本操作

　　基本的にviはWindowsのメモ帳とは違い、ファイルを開く場合はファイル名を表記する必要がある。よって、新規ファイルを作りたい時は『vi ファイル名.拡張子名』と打ち、既存ファイルを開きたい場合は『vi 開きたいファイル名.拡張子名』と打てば表示することができる。

　　ファイルの内容を記入する場合は『i』キーを入力し、日本語を表記させたい場合はShift＋シフトキーを入力すれば日本語を表記することが出来る。また、元に戻したい場合はEscキーを入力すればいい。

ファイルを終了したい場合は、保存せずに終了するなら『:q!』、保存して終了する場合は『:wq!』と入力する。また、その他の細かいviの使い方については『:h』でマニュアルを表示させることが出来るので一読しておくと今後の操作がより便利になるだろう。

1-1　PHPについて

PHPとは、HTMLにコードを埋め込んで実行するWeb向けに作られたスクリプト言語のことをさし、基本はHTMLと大してかわらないように思えるが、HTMLよりコンピュータ言語に近いのでより多彩な事を可能にできるスクリプトである。

・実際使う簡単なPHPの基本

PHP文を書くにあたってまず普通のHTML文と違うところは、文の最後に『;（セミコロン）』をつける事と、変数の頭に『$』をつける事である。また、変数を使う場合は数字から始まるものは認識されず、必ずアルファベットからはじめる必要があるので気をつけなければならない。

実際にPHPを使いスクリプトを記述するには、HTMLファイルの中に『<?php～/?>』というタグを使い、その中にPHPのスクリプトを記述する必要がある。

変数で示した文を表示したい場合は『echo』を用い『”（ダブルクオーテーション）』内に書き込むと画面に表示させることが出来る。簡単な例では、

<php?

$hana = ”花”;

echo “$hanaは美しいです。”;

?>

と言ったPHPを用いた場合、画面には『花は美しいです。』と表示される。

　　また、PHPを用いるにあたって忘れてはいけないのが文字コードの情報であり、これはホームページの内容を送る前に必要な事前情報を送ることが出来るものである。一般的に日本語の文字コードは「シフトJIS」として作成されるので、事前に送る情報としてこれから送る情報はシフトJISで表示されるものだと言う事前情報を送る必要がある。

　この事前情報を送るPHPは、

　　<php?

　　hader(‘Content-Type: text/html; charset=shift-jis’);

　　?>
と書けばシフトJISを用いるという事をヘッダに伝えることが出来る。実際使う場合はHTML文の書き出しの前に入れないと先にHTML文を読み取ってしまうので注意する必要がある。

PHPを書く中でコメント文を付けたい場合は、文字をそのままPHP中に文字を入れてしまうとエラーが発生するので、その行だけをコメント文にしたい場合は『//』や『#』を使い、プログラムの一部を無効にしたい場合は『/*～*/』で囲むとエラーを発生させずコメントを入れることが出来る。

・その他、データベースを作る為に使うＰＨＰ

【文字列演算子】

　　一度に違う文字列を表示させたい時に使は、文字列と文字列の間に『．（ピリオド）』を置く事で、２つの文字列を連結させて表示させる事が出来る。

例.<php?

　　$neko = ”猫”:

  　$inu = ”犬”;　　　　　　　　　　　　　　→　猫と犬は仲が悪い。　

  　echo $neko . ”と” . ”$inuは仲が悪い。” ;

?>

【複合演算子】

　　これは上の文字列演算子を応用したもので、一行の文字が長くなる場合そのままの状態では読みにくいので、『.=』を使うことにより前の文の続きとして処理することが可能となる。

例.$moj I= ”とても長い文は途中で行が変わる為読みにくい。”;

↓

$moji = ””;

  $moji .= ”とても長い文は”;

$moji .= ”途中で行が変わる為”;

$moji .= ”読みにくい。”;

【条件分岐】

　　各条件事に処理を行う構造の物を条件分岐と呼び、条件分岐は『if文』と呼ばれるもので実現する。if文は基本的に２つの分岐なら『if』と『else』を使い、２つ以上の場合なら『if』、『elseif』、『else』を使う。

＊条件が４つの場合はif、elseif、elseif、elseとなり、条件が増えるごとにelseifを増やす必要がある。

[image: image1]
例.if(条件１){

処理１};

elseif(条件２){

処理２};

else(条件３){

処理３};

【繰り返し処理】

　　　　同じ処理を何度か繰り返す場合は、その条件処理とは違い繰り返す処理の終了条件を書く必要がある。表記は『if文』とほぼ同じで、繰り返し処理では『if』の代わりに『while』を使う。




条件成立？

　　　　

Yes

なんらかの処理　　　　　　 　　No

　　


例.while(繰り返し継続条件){

なんらかの処理１;

なんらかの処理２;

なんらかの処理３;

}

注釈：変数…何かを入れる箱のような物で、『a = 1』と言った文の場合『a』を変数と呼ぶ。

文字列…1文字以上の集まりを言い、『a = "abc"』と言った文の場合『abc』を文字列と呼ぶ。
　

これらのPHP文を実際行って見る場合、まず『vi ファイル.php』で起動し、内容を書いて保存する。作成したファイルの動作確認をするには、Windows上とは違いメニュー画面をエクスプローラーから表示しただけではPHPが作動しないので、画面下にあるシェルの右横のブラウザアイコンをクリックし、『localhost』内でメニュー画面を開けばいい。しかし、ただlocalhostとアドレスバーに打ち込んだだけではエラー表示が出る為、事前にシェルでブラウザの調整をしておく必要がある。
手順は以下の順番で進める。

1.シェルで『su』と入力しスーパーユーザになる

2.『. ./ apachestart.sh』でapachestartファイルを実行

3.ファイルが正常に読み込まれたら『exit』でスーパーユーザを終了

これでアドレスバーに『localhost』と入力するとしていたディレクトリ内にあるファイルの一覧が表示されるので、各ファイルを正常に開く事が出来る。

1-2　データベースについて

データベースとは主にデータベースの管理を行うシステムの事を言い、「データベース管理システム」とは膨大なデータを蓄積・管理・更新・検索しやすくする為の頭脳とデータの倉庫を持ったもので、そのサーバー製品は「データベースソフトウェア」と呼ばれている。このデータベースを作成するプログラムは一般のプログラミング言語とは違いSQLと呼ばれるデータベースの定義や操作などを実現するためのデータベース言語を使う必要がある。データベース管理システムには様々なソフトが存在するが、ここではMySQLを使った説明をする事にする。

一般的にデータベースはデータベース、テーブル、レコード（フィールド）から成り立っており、データベース元となるSQL文を書く場合はPHPと同じく文中の最後に『;（セミコロン）』を付ける必要がある。

	テーブル名
	フィールド名１
	フィールド名２
	フィールド名３

	内容１
	内容２
	内容３

	内容４
	内容５
	内容６


・基本的なSQL文の書き方

　　データベースの中身を作る場合まず元となる枠組みが必要になるので、このcreate文を使い大元のデータベースと中身のテーブルを作る必要がある。

データベースを作る場合はそのまま『CREATE DATABASE データベース名;』と表示するだけで簡単にデータベースを作ることができる。しかしテーブルを作る場合は少し勝手が違い、『CREATE TABLE テーブル名』と示した後にその中身の詳細（フィールド名、データ型、オプション）を書き込まなければならない。この場合データ型とオプションについてはちゃんとした決まりがあり、以下の表を参考にする必要がある。オプションについては『NOT NULL』、『SET NULL』、『DEFAULT』などの種類が存在するが、一般的には『NOT NULL』を使用する。

	タイプ
	データ型
	範囲

	整数
	TINYINT
	-128～127

	整数
	SMALLINT
	-32768～32767

	整数
	INT
	-2147483648～2147483647

	文字列
	CHAR(文字数)
	入力した文字数に長さが固定された文字列

	文字列
	VARCHAR(文字数)
	入力した文字数までは可変可能な文字列



【データベースを作る場合】

CREATE DATABASE データベース名;
【テーブルを作る場合】

CREATE TABLE テーブル名(
中身１ データ型(文字数) NOT NULL ,
中身２ データ型(文字数) NOT NULL,
);

　　
次に枠組みの出来たデータベースに内容を加える場合は、insert文というものを使いレコードの内容を書き加える必要がある。レコードを加える場合は『INSERT INTO テーブル名 VALUES('内容１', '内容２');』と書き、一般的にcreate文と対に使われる。
　また、作り上げたデータベースやテーブルを削除したい時はdrop文を使う。データベースを消す場合は『DROP DATABASE データベース名;』と書き、テーブルを削除したい時は『DROP TABLE テーブル名;』で削除することが出来る。

　　　その他の基本事項としてはselect文というものがあり、これは目的に応じたデータを効率よく検索・抽出し、参照することが出来るプログラムであり、もっとも多く使用されるSQL文である。このselect文には様々な種類が存在するが、基本は『select 参照したいフィールド名 from テーブル名;』と言う形で使われることが多い。

　　　しかしこれだけでは大まかなレコードしか取り出すことが出来ないので、更に詳しく部分的に取り出したい場合はwhere句を使う。実際使う場合は『where 抽出条件;』と書くが、これだけでは使うことが出来ないので、select文と併用して使う必要がある。


　　例.SELECT 参照したいフィールド名


　
FROM テーブル名



WHERE 抽出条件;

　　　これを応用し、登録した内容を細かく指定し削除したい場合は、select文とwhere文、deleate文を併用して使うことで登録内容を削除することが出来る。

例.DELETE

FROM テーブル名

WHERE 抽出条件;

　　　

また、フィールドの全てを参照したい場合は『select *』と書くと参照したいフィールド名を全て上げた場合と同じように探し出すことが可能となる。

・MySQLを使う

　Knoppix上でMySQLを立ち上げるには、元となるMySQLソフトのファイルが必要となる。よって今回このマニュアルでは『sqlstart.sh』というファイルを用いることにする。このファイルについては『start.tar.gz』というファイルをDLし解凍してから使う。

実際MySQLを動かす場合は事前にシェル上で『su』コマンドを使いスーパーユーザになり、『./ sqlstart.sh』でsqlstartファイルを実行しなければならない。しかしその後MySQLを立ち上げる前に rootパスワードの設定が必要となる為、シェル上で『#mysql』と入力しエンターキーを押す事によりMySQLツールを起動し、『SET PASSWORD root = PASSWORD(‘パスワードとする文字’);』でパスワードを設定する事が出来る。この設定が出来た後は『mysql –u root –p』というコマンドを入力し、その後に先程設定したパスワードを入力してエンターキーを押せばMySQLが自動的に立ち上がる。
【MySQL内での基本動作】

　MySQLの基本コマンドとしては1-2で多少例を挙げたが、一般的な動作の流れとしては

　1.『show databases;』で全体のデータベースを表示

　2.表示されたデータベースから用いるデータベースを『use 使用するデータベース名;』で決定

　3.select文で詳しい情報を表示

　MySQLを終了したい場合は『exit;』と入力すれば終了する事が出来る。
1-4　PHPでデータベースを表示させるには

データベースに登録したデータを使用したい場合は上で述べたようにMySQLを通して呼び出す必要があるので、PHP上で直接呼び出すことは不可能である。よって、PHPでデータベースの内容を表示させる場合はMySQLを使う必要性がある。

PHPでMySQLを使う場合は通常MySQLを使う時と違い、MySQL関数という物を使わなければならない。これはPHPとMySQLを繋ぐものであり、MySQLとデータベースのSQL文にあたる。

　　　　　　　　　　　　　　

MySQL関数　　　　　　SQL文

　　　  PHP　　　　　 　　　 MySQL　　　　　　　データベース

　　　　　　　　　　　　　　
データ送信　　　　　　　データ送信

・MySQL関数の種類と基本的な流れ

　　基本的にPHPからMySQLに命令を送るには通常MySQLを使う場合とは違い、接続の要求、データベースの選択、切断の指示等さまざまな細かい指示を送る必要がある。（その指示に対しMySQLが細やかな対応を示すことでこの関数は成り立っているといえる。）

【接続】

まず始めにMySQLに接続する場合は、mysql_connect関数を使いPHPからMySQLに接続要求の指示を出さなければならない。MySQLに接続要求を出す場合は『mysql_connect(ホスト名,ユーザ名, パスワード);』と書く。ホスト名とはMySQLが起動しているホストを指定するが、PHPが動作するマシンと同一マシンの場合は『localhost』と入力するだけでいい。


例. $conn = mysql_connect( 'localhost', 'root', 'semi')
【データベースの選択】
　　次に使用するデータベースを選ぶ必要があるので、mysql_select_db関数を使い選択したいデータベース名を指定しなければならない。PHP上でデータベースを選択する場合は『mysql_select_db(データベース名, 接続ID);』と書き、この場合の接続IDはMySQLに接続した場合に取得しているので『$conn』と書けばいい。


　例. mysql_select_db(‘tamesi', $conn);
【SQL文発行】

　　データベースを選択した後は次にどんなことがしたいのかというSQL分を送る必要がある。SQL文を送る場合はmysql_query関数を使い、『mysql_query(SQL文, 接続ID);』と入力することによって必要なデータを呼び出すことが出来る。


例. $rs = mysql_query( "select * from book", $conn );
【結果の取り出し】

　　これでデータベースから必要なデータを取り出すことが出来たが、今の状態ではただデータを選び出しただけなので、今度はその取り出したデータを結果表示させる必要がある。よって次は取り出したデータの処理結果を一件ずつ取り出すためにmysql_fetch_array関数を使う。実際使う場合は　『mysql_fetch_array(結果セット, 受け取り配列タイプ);』と書く。この場合結果セットは取り出したデータであり、上の例だと$rsという箱に格納されているので『$rs』と書けばいい。

また、受け取りファイルは予め決められた値が存在するので、数値による添え字の配列で受け取るなら『MYSQL_NUM』、フィールド名をキーとした配列で受けとるなら『MYSQL_ASSOC』、どちらの形式でも受け取りたいなら『MYSQL_BOTH』と入力する。


例. while( $rec = mysql_fetch_array( $rs, MYSQL_ASSOC ) ){
echo $rec['title'];

echo $rec['tyosya'];
　　}
【結果セットの解放とサーバー切断】

　　この時点でデータベースから必要なデータを取り出し、表示させることが出来たのだが、このまま終了するとMySQLに対し指示が出たままになるので終了の合図を送らなければならない。よって、結果セットを開放する場合はmysql_free_result関数を使い、サーバーを切断する場合はmysql_closeを使うことでPHPとMySQLの指示を終了することが出来る。実際PHPに入力するにあたっては、結果セットを開放するには『mysql_free_result(結果セット);』、サーバーを切断する場合は『mysql_close(接続ID);』と書けばいい。


例. mysql_free_result( $rs )
mysql_close($conn);
2章　データベースを作る
2-1 制作作業に入る前に

MySQL上でなくブラウザ上で使うことの出来るデータベースは、表面の主体となるHTMLファイル、影でプログラムを行うPHPファイル、MySQLデータの元となるSQLファイルの３つで成り立っている。よって一つのデータベースを作るには最低、メニュー画面のHTMLファイル、結果表示のHTMLファイル、プログラムのPHPファイル、データを保存するSQLファイルの４つのファイルが必要となる。

　また、このマニュアルでは一覧・登録・検索の３つの機能を備えたデータベースを作る為のものなので必要となるファイルは、

・メニュー画面のHTMLファイル

・結果表示のHTMLファイル（登録、検索）

・プログラムのPHPファイル（一覧、登録、検索）

· データを保存するSQLファイル

の７つのファイルを作らなければならない。










2-2　データベース入力ファイルの作成

実際データベースを作るにはまず何のデータベースを作るかによって内容が変わるが、このマニュアルでは本のデータベースを記録するデータベースを例として作成する。よって、作りたい形は以下の図のようになるのでこれを元に説明をすることになる。

	タイトル
	著者
	出版社
	出版日
	所蔵番号

	本の名前
	作者名
	出版会社名
	出版された日
	所蔵の番号


・SQLファイルの作成（＊SQLファイルを作る基本は1-3で述べたので、ここでは簡単な注釈のみとする。）

　まず新たなデータベースを作成するには元となる枠組みのデータベースとテーブルを作るSQL文が必要となる。ここで重要なのはPHPではレコード内のフィールドを後から書き加えることが出来ても元となる枠組みを作ることは困難なので、別にSQLという拡張子のファイルで保存した枠組みを作るSQL文のファイルを作っておかなければならない。よって、まずはこのSQLファイルを作ることにする。

　　　＜ファイル名：test.sql＞

	/* データベースを作る（とりあえず『tamesi』という名前で作成） */

CREATE DATABASE tamesi;
/* 使用するデータベースの指定 */

USE tamesi;
/* テーブルを作る（本のデータベースなので『book』という名前のテーブルとする。） */

CREATE TABLE book(
/* フィールドの作成（タイトル、著者、出版社、出版日、所蔵番号） */

title varchar(255) NOT NULL ,

tyosya varchar(255), // 著者はいないこともある。

syupansya varchar(255) NOT NULL,

syupanbi varchar(30) NOT NULL,

bangou varchar(20) NOT NULL,
);

　/* フィールド内の作成 */
INSERT INTO book VALUES('本の名前', '作者名', '出版会社', '出版日', '所蔵番号');


2-3　各HTMLファイルの作成

・登録フォームの作成

次にデータベースの中身を作るにはデータを登録するためのファイルが必要となるので、HTMLファイルで登録フォームを作成する。

登録する内容はSQL文でテーブルを作成したようにタイトル、著者、出版社、出版日、所蔵番号の５点なので、各項目を登録できるようにフォームを作る必要がある。登録を行うフォームにはいくつか種類があるが、この場合すべて内容を登録できればいいのでinputタイプのフォームを使うことにする。

登録フォームを作成するにあたってHTMLから送ったデータをPHPと連結させるには、<form action=”連結させるPHPのファイル名” method=”POST”>～</form>というタグが必要で、このタグはHTMLとPHPを繋ぐ役割を果たす。また、更に詳しい情報を送るには<input type=”text” name=”引数名” width=”欄の文字数”>と<input type=”submit” value=”ボタンの名前”>を使うと項目事の情報を整理してわかりやすい情報を送る事が出来る。

　＜ファイル名：touroku.html＞

	<html>

<head>
<meta HTTP-EQUIV="Content-Type" CONTENT="test/html;CHRSET=EUC-JP">

<title>登録</title>

</head>

<body>
<!--/情報の送り先PHPの決定/-->

<form action="touroku.php" method="POST">

<p>++データベース登録++</p>

<p>
<!--/情報の詳細/-->

タイトル<input type="text" name="title" width="40"><br>

著者名<input type="text" name="tyosya" width="40"><br>

出版社<input type="text" name="syupansya" width="40"><br>

出版日<input type="text" name="syupanbi" width="10"><br>

所蔵番号<input type="text" name="bangou" width="10">

</p>
<!--/送信ボタン/-->

<p><input type="submit" value="登録"></p>

</form>

</body>

</html>
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　<touroku.html>

・検索画面の作成

　　必要なデータを検索するには登録フォームを作ったように、inputタイプのフォームを使う。しかし、登録フォームのように全ての内容を入力するわけではなくいくつかの項目の中から検索する情報の視点を決定する必要があるので、この場合では同じinputタイプのフォームでも項目を絞る事の出来るradioボタンを使用するといい。また、このradioボタンを使う場合は項目の選択忘れ防止の為に初めからいずれかの項目にチェックマークを入れておく必要がある。

＜ファイル名：kensaku.html＞

	<html>

<head>

<meta HTTP-EQUIV="Content-Type" CONTENT="text/html;CHRASET=ECU-JP">

<title>検索</title>

</head>

<body>
<!--/情報の送り先PHPの決定/-->

<form action="kensaku.php" method="POST">

<p>+++データベース検索+</p>

<p>検索の種類を選んで下さい。</p>

<p>
<!--/情報の詳細/-->

<INPUT type="radio" name="syurui" value="title" checked>タイトル<br>

<”--/↑この場合タイトルにチェックボタンが付くようになる。/-->

<INPUT type="radio" name="syurui" value="tyosya">著者<br>

<INPUT type="radio" name="syurui" value="syupansya">出版社<br>

<INPUT type="radio" name="syurui" value="syupanbi">出版日<br>

<INPUT type="radio" name="syurui" value="bangou">所蔵番号</p>

<p>検索語句を入力して下さい。<br>

<input type="text" name="kensaku" width="40"><br>

</p>
<!--/送信ボタン/-->

<p><input type="submit" value="検索"></p>

</form>

</body>

</html>
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　　　<kensaku.html>

・メニュー画面の作成

　最後にメニュー画面を作成する。このファイルは特別何かをする必要はないので一般的なHTMLファイルを元にリンク先を各機能の表示先にリンクを貼ればいい。

＜ファイル名：dbmnemu.html＞

	<html>

<head>

<title>メニュー</title>

</head>

<body>

<p>++本のデータベース++</p>

<p><a href="touroku.html">新規登録</a><br>

<br><a href="kensaku.html">検索</a><br>

<br><a href="sakujyo.php">削除</a><br>

<br><a href="itiran.php">一覧</a><br>

</p>

</body>

</html>


2-4　各phpファイルの作成

1-3で述べたように、基本的にデータベースを作成するPHPのファイルを作るにはMySQL関数を用いる必要があるので、PHPの文中には基本となる『データベースへの接続』、『データベースの選択』、『結果表示』、『結果セットの解放』の４つのコマンドを入れる必要がある。また、ファイルの書き方としては『基本情報となるPHP文→実際表示される部分のHTML文→データを表示するPHP文』という流れが基本とされている。

・一覧を表示するPHPの作成

＜ファイル名：itiran.php＞

	<?php

//受信内容

$title = $_POST['title'];

$tyosya = $_POST['tyosya'];

$syupansya = $_POST['syupansya'];

$syupanbi = $_POST['syupanbi'];

$bangou = $_POST['bangou'];
//MYSQLに接続

if ( ! $conn = mysql_connect( 'localhost', 'root', 'semi') ){

        die( 'MySQL接続失敗' );


}
//ヘッダの出力

header('Content-Type: text/html; charset=euc-jp');
//データベースの選択

mysql_select_db('tamesi', $conn);

//結果表示
$rs = mysql_query( "select * from book", $conn ); 

?>

<html>

<head>

<meta HTTP-EQUIV="Content-Type" CONTENT="text/html;CHARSET=euc-jp">

<title>一覧</title>

<style type="text/css">

h1 { text-align: center; }

</style>

</head>

<body>
<h1>データ一覧</h1>

<hr>
<table border=1>

<tr><th>タイトル</th><th>著者</th><th>出版社</th><th>出版日</th><th>所蔵番号</th></tr>

<?php
//処理結果より一件ずつ結果を取り出す

while( $rec = mysql_fetch_array( $rs, MYSQL_ASSOC ) ){

   echo "<tr>";

   echo "<td>" . $rec['title'] . "</td>";

   echo "<td>" . $rec['tyosya'] . "</td>";

   echo "<td>" . $rec['syupansya'] . "</td>";

   echo "<td>" . $rec['syupanbi'] . "</td>";

   echo "<td>" . $rec['bangou'] . "</td>";

   echo "</tr>";

}

//結果セットの解放

mysql_free_result( $rs );

//切断

mysql_close($conn);

?>


<p>

<a href="dbmenu.html">メニューに戻る</a><br>

</p>
</body>

</html>


・登録PHPの作成

＜ファイル名：touroku.php＞

	<?php

//受信内容

$title = $_POST['title'];

$tyosya = $_POST['tyosya'];

$syupansya = $_POST['syupansya'];

$syupanbi = $_POST['syupanbi'];

$bangou = $_POST['bangou'];

//MYSQLに接続

if ( ! $conn = mysql_connect( 'localhost', 'root', 'semi') ){

        die( 'MySQL接続失敗');


}

//ヘッダの出力

header('Content-Type: text/html; charset=euc-jp');

//データベースの選択

mysql_select_db('tamesi', $conn);

//SQL文の組み立て＆送信

$sql = "INSERT INTO book";

$sql .= " ( title, tyosya, syupansya, syupanbi, bangou ) VALUES";

$sql .= " ( '${title}', '${tyosya}', '${syupansya}', '${syupanbi}', '${bangou}' )";

mysql_query ($sql, $conn);

?>

<html>

<head>

<meta HTTP-EQUIV="Content-Type" CONTENT="text/html;CHARSET=EUC-JP">

<title>登録</title>

<style type="text/css">

h1 { text-align: center; }

</style>

</head>

<body>

<h1>登録完了＆結果表示</h1>

<hr>

<?php

//結果表示

$rs = mysql_query( "select * from book", $conn );

echo "<table border=1>";

echo "<tr><th>タイトル</th><th>著者</th><th>出版社</th><th>出版日</th><th>肖像番号</th></tr>";

//処理結果より一件ずつ結果を取り出す

while( $rec = mysql_fetch_array( $rs, MYSQL_ASSOC ) ){

   echo "<tr>";

   echo "<td>" . $rec['title'] . "</td>";

   echo "<td>" . $rec['tyosya'] . "</td>";

   echo "<td>" . $rec['syupansya'] . "</td>";

   echo "<td>" . $rec['syupanbi'] . "</td>";

   echo "<td>" . $rec['bangou'] . "</td>";

   echo "</tr>";

}

//<TABLE>フッタ

echo "</table>";

//結果セットの解放

mysql_free_result( $rs );

//切断

mysql_close($conn);

?>

<p>登録が完了しました。</p>
<p>

<a href="toroku.html">登録画面に戻る</a><br>

<a href="dbmenu.html">メニュー画面に戻る</a><br>

</p>
</body>

</html>


・検索PHPの作成

＜ファイル名：kensaku.php＞

	<?php

//SQLに接続（どのホストを使うか、種類、パスワード）

$connect = mysql_conntect("localhost","root","semi");

//接続できなかったときの処理

if(!$connect){


die("database connection fail");

}

//データベースの選択、接続

mysql_select_db("test", $connect);

//ページの設定

header('Content-Type: text/html; charset=euc-jp');

?>

<html>

<head>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset+euc-jp">

<title>検索結果<title>

<style type="text/css">

</style>

</head>

<body>

<?php

//探す言葉

$search_word = $_POST['sw'];

//探すフィールド名

$search_field = $_POST['filed'];

//検索のためのSQL文

$sql = "select * from book where ${search_filed} like \'%${search_word}%";
//SQL文の発行

$data = mysql_query($sql, $conn);
//結果表示

$rs = mysql_query( "select * from book", $conn );

echo "<table border=1>";

echo "<tr><th>タイトル</th><th>著者</th><th>出版者</th><th>出版日</th><th>書籍番号</th></tr>";

while( $rec = mysql_fetch_array( $rs, MYSQL_ASSOC ) ){

   echo "<tr>";

   echo "<td>" . $rec['title'] . "</td>";

   echo "<td>" . $rec['tyosya'] . "</td>";

   echo "<td>" . $rec['syupansya'] . "</td>";

   echo "<td>" . $rec['syupanbi'] . "</td>";

   echo "<td>" . $rec['bangou'] . "</td>";

   echo "</tr>";

}

//<TABLE>フッタ

echo "</table>";

//結果セットの解放

mysql_free_result( $rs );

//切断

mysql_close($conn);
?> 
<br>

<p>

<a href="toroku.html">検索画面に戻る</a><br>

<a href="dbmenu.html">メニューに戻る</a><br>

</p>

</body>

</html>


３章　データベースを動かす

3-1. 動作確認

　　　まずこの時点でデータベースを動かす為に必要なファイルとしては以下の９点が上げられる為、事前にフロッピーの中にあるかをチェックする。

・メニュー画面のHMLファイル＜dbmnemu.html＞

・結果表示のHTMLファイル＜touroku.html、kensaku.html＞

・プログラムのPHPファイル＜touroku.php、kensaku.php、itirann.php＞

・データを保存するSQLファイル＜test.sql＞

・KnoppixでMySQLを立ち上げる為の補助ファイル＜sqlstart.sh、apachestart.sh＞

Knoppix内でMySQLを使いデータベースを立ち上げる為には各ファイルを然るべきフォルダに移動する必要があるので、まずデータを画面下に表示されている家型のアイコンをクリックして、その中にフロッピーに入っている全てのファイルをコピーし、その後sqlstart.sh、apachestart.sh、test.sql以外のファイルをwwwフォルダに移動する。
次に制作したファイルを実際動かしてみる場合は、事前にMySQLを起動し元の枠組みとなるSQLファイルをMySQL内に表示させる必要がある。今回制作したデータベースの元となる枠組みは2-2で作成したtest.sqlとなるので、1-3の手順を終えた上でMySQLを立ち上げ『mysql –u root –p < ファイル名』と入力し元となるデータをMySQL内に送り込む。これで、送り込んだデータがMySQL内で使えるようになるので、一度確認の為にMySQLの基本動作を行いしっかりファイルが読み込めているか確認する必要がある。また、データを送り込む際にエラー表示が出るようならtest.sqlの一行目の部分に『drop database データベース名;』と書き加えればエラーを回避する事が出来る。

各ファイルを実行する場合は、1-2を参考にlocalhost上でファイルを開けば各ファイルを実行する事が出来る。しかし、実際ファイルを開き使用するファイルはhtmlファイルのみとなるので、この場合phpファイルについてはプログラムファイル扱いとなるので単体で起動しても直接実行することは出来ない。

3-2.エラー表示について

・メニュー画面より各ファイルを実行する際にエラー表示が出る場合

　登録・検索htmlのフォームボタンを押した後にエラー表示が出た場合は、フォームの送り先となっているphpファイルに入力間違いがあるという事なので、エラーの内容を読みline表示が出ている場合はviでそのファイルを開き指摘された行の記入間違いを見直し、一度ブラウザを閉じてもう一度開き直せば正常に表示されるようになる。

　また、それでもエラー表示が出る場合は表示されたlineより前の部分に記入間違いがあるという事なので、初めの行から記入間違いを探す必要がある。

・画面が真っ白でエラー表示が出ない場合

　　　これについては後半のプログラム部分よりも前半の設定に記入ミスがある事が多いので、一行目からミスがないか細かにチェックしなければならない。基本的なミスとしては『;』が抜けている事や、綴りに間違いがあるという場合が多いので、本文の入力中にもこの点に関しては重点的に気をつける必要がある。

＜＜参考リンク＞＞

・とほほのWWW入門
（http://www.tohoho-web.com/www.htm）
・コモちゃんのPHPの小部屋
（http://www.komonet.ne.jp/~php/）
・Knoppix公式サイト
（http://unit.aist.go.jp/itri/knoppix/）

＜＜参考教材＞＞

・『初めての人のためのかんたんPHP入門+MySQL』
秀和システム　　神谷歌寿彦著
・『リレーショナルデータベース入門』
サイエンス社　　増永良文著
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